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がんは死亡原因の第１位

　厚生労働省が発表した人口動態統計によると、平成20年の総死亡者数
は約114万2,000人。そのうち、がんによる死亡は34万3,000人で、昭和
56年から死亡原因の第１位となっています。また、厚生労働省の推計で
は、生涯のうちにがんにかかる可能性は男性の２人に１人、女性の３人に
１人。しかし、がん検診の受診率はまだまだ低いのが現状です。検診による
早期発見で、がんによる死亡者を減らすため、国では、平成24年までに「が
ん検診受診率50％以上」を目標に掲げています。
　本市でもがんが死亡原因の第１位。平成18年度の１年間で、全死亡者の
３人に１人の約800人が亡くなっています。がんから大切な命を守るた
めに、禁煙や食生活の改善、適度な運動をするなど生活習慣を見直し、発症
する可能性を極力下げましょう。また、定期的にがん検診を受け、早期に発
見・治療をすることが重要です。　         

検診を受けるには

　本市では、胃・大腸・子宮・乳・前立腺・肺がんの６種類のがん検診を実施
しています。薄い緑色の受診シールを５月に対象者に発送しました。

■受診方法
　個別検診か集団検診のどちらかを受診できます。個別検診は市内約230
の医療機関で受診する方法です。事前に医療機関へ予約してください。集
団検診は、各保健センター・地区公民館などの会場で受診できます。詳しく
はシール同封の「健康診査のお知らせ」や「健康のしおり」で確認してくだ
さい。また、本市ホームページにも掲載しています。
受診期限＝来年２月末日

女性特有のがんにクーポン券

　本年度は、「女性特有のがん検診推進事業」を実施します。この事業は一
定の年齢に達した女性に対し、子宮頸

けい

がん・乳がん検診の無料クーポン券
とがん検診手帳を交付し、女性特有のがん対策を推進するもので、対象と
なる人には８月末に発送しました。ぜひこの機会を利用して、がん検診を
受けましょう。
受診期限＝来年２月末日
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　本市が元気で楽しく、暮らしやすいまちとして発展を続け

ていくためには、次代を担う子どもたちが明るくたくましく

成長していける環境を整えることが重要と考え、ことしのテ

ーマを「子どもを育てるなら前橋で」としました。これまで

９地区で行われた活発な意見交換の一部を紹介します。
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問い合わせは
市政懇談会については　市政発信課　☎898-6644
こんにちは赤ちゃん事業については　こども課　☎220-5704
病児・病後児保育については　保育課　☎220-5706
育児休業中の保育については　保育課　☎220-5705
子どもの医療費無料化については　国民健康保険課　☎898-6253

市政懇談会


